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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 事業所名：グルーホームとうごう ユニット名：さくらんぼ 外部評価実施日：令和 5年 1月 17日 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で 

話しあった内容 
外部評価 ご家族様より 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営        

1 
理念の共有と

実践  

地域密着型サービスの

意義をふまえた事業所

理念をつくり、管理者と

職員は、その理念を共

有して実践につなげてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

「安心安全で住み慣れた地域に開

かれた家」を事業所の理念に掲げ

ホール、事務所の目立つ所に掲示

して管理者、職員共に共有し時々

顧みながら実践につなげている。

また新人職員が入った時には、そ

の都度理念の想いを伝えている。 

 

 

    

 

2 
事業所と地域

とのつきあい 

事業所は、利用者が地

域とつながりながら暮ら

し続けられるよう、認知

症の人の理解や支援の

方法などを共有し、事業

所自体が地域の一員と

して日常的に交流してい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の理解の下、コロナ禍の制限

（時間や人数）はあるもののご家族

様との面会を楽しみにして交流さ

れている。面会に来られた、ご家

族様に聞かれた質問や疑問には

分かりやすく認知症の理解や支援

の方法を伝えて事業所の地域貢

献に努めている。また開所当時か

らお世話になっている理容店にお

願いし訪問理容を行っている。 

コロナの影響もあり、全

員実施できなかった為 B

とした。 
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3 

運営推進会議

を活かした取

り組み 

運営推進会議では、利

用者やサービスの実

際、評価への取り組み

状況等について報告や

話し合いを行い、そこで

の意見をサービス向上

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

2 ヶ月に一度定期的に書面にて入

居状況毎月の行事、ヒヤリハット事

故報告等を行い意見質問に迅速

に対応し、次回の運営推進会議で

回答しサービス向上につなげてい

る。 

 

 

 

上文同様の内容の為 B

とした。 

  

 

4 
市町村との連

携 

市町村担当者と日頃か

ら連絡を密に取り、事業

所の実情やケアサービ

スの取り組みを積極的

に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んで

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護保険証の更新、認定調査の

日程調整、入居状況の確認、生活

保護での手続き上の困難事例の

相談、新型コロナインフルエンザの

感染状況確認やワクチン接種等を

電話や市役所の担当窓口に問い

合わせ情報を交換している。 

 

 

 

生活保護の方が入居す

る際、制度について学び

ながらスムーズに進めら

れるようにしていきた

い。 
  

 

5 

身体拘束をし

ないケアの実

践 

代表者および全ての職

員が「介護保険法指定

基準における禁止の対

象となる具体的な行為」

を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体

拘束をしないケアに取り

組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束禁止宣言を掲示し職員

間で共有している。本社からの事

例やインターネットを活用して情報

を得てカンファレンスで検討会議や

資料を基にした勉強会を開催し正

しい知識を職員間で共有できるよ

うにしてサービスに取り組んでい

る。 

  

A．充分にできている 2名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
 

サービスに取り組んでい

る 
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6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢

者虐待防止関連法につ

いて学ぶ機会を持ち、利

用者の自宅や事業所内

での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を

払い、防止に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

虐待については、ご利用者様との

関わり合いの様子を見ながらケー

スに応じた連帯体制を検討し事業

所内のカンファレンス等で虐待とは

何か具体的に学び情報を共有して

防止に努めている。また通報義務

を理解し困難事例については虐待

につながらないように話し合い情

報共有している。 

 

  

A．充分にできている 2名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

具体的に学び情報を共

有し義務をきちんとして

いる。 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常

生活自立支援事業や成

年後見制度について学

ぶ機会を持ち、個々の

必要性を関係者と話し

合い、それらを活用でき

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

成年後見人を利用されている、ご

利用者様を通して成年後見人の役

割、必要性、家庭環境を理解して

ご利用者様の権利擁護を守り支援

している。 

 

 

 

    

 

8 
契約に関する

説明と納得 

契約の締結、解約また

改定等の際は、利用者

や家族等の不安や疑問

点を尋ね、十分な説明を

行い理解・納得を図って

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約、解約、改定の際には、ご利

用者様、ご家族様に分かりやすく

口頭や書面・電話で伝えている。 
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9 

運営に関する

利用者、家族

等意見の反映 

利用者や家族等が意

見、要望を管理者や職

員ならびに外部者へ表

せる機会を設け、それら

を運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

面会時や電話・お便りで、ご利用

者様、ご家族様の意見要望をお聞

きして管理者を通して本社会議の

議題等に上げて迅速に対応してい

る。 

 

 

  

A．充分にできている 3名 

B．ほぼできている 1名 

C．あまりできていない 

1名 

D．ほとんどできていない 

管理者と職員が迅速に

対応うしてくれます。 

細かい連絡等も連絡頂

いており安心してます。 

10 

運営に関する

職員意見の反

映 

代表者や管理者は、運

営に関する職員の意見

や提案を聞く機会を設

け、反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本社での管理者会議や毎月のカン

ファレンスで発言する機会を設け

ている。また管理者と話す機会を

随時設けて代表者に意見・要望を

伝えている。 

 

 

 

 

    

 

11 
就業環境の整

備 

代表者は、管理者や職

員個々の努力や実績、

勤務状況を把握し、給与

水準、労働時間、やりが

いなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環

境・条件の整備に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員一人ひとりの実情に応じて柔

軟に働き方改革を行い、働きやす

い環境を整えている。キャリアアッ

プ制度を導入して賞与時に段階的

に自己評価、管理者評価、本社評

価を通して就業環境の整備に努め

ている。 

 

 

 

  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

 1名 

D．ほとんどできていない 
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12 
職員を育てる

取り組み 

代表者は、管理者や職

員一人ひとりのケアの実

際と力量を把握し、法人

内外の研修を受ける機

会の確保や、働きながら

トレーニングしていくこと

を進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所内での指導体制について

担当を決めて指導を行っている。

また外部の研修や資格所得に向

けて自主的に受ける機会を与えて

いる。 

機会を設けてはいるが対面での研

修は減り、リモートでの研修には事

業所の整備が追い付いていない。 

  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

 1名 

D．ほとんどできていない 

 

13 

同業者との交

流を通じた向

上 

代表者は、管理者や職

員が同業者と交流する

機会を作り、ネットワーク

づくりや勉強会、相互訪

問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させて

いく取り組みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により情報不足で同業者

と交流する機会が減り十分な研修

は出来ていないが、県や市からの

情報やインターネット等で情報を取

り入れてサービス向上に努めてい

る。 

他事業所の研修報告を書面で回

覧し介護の質を高めている。 

 

 

 

    

 

14 

本人と共に過

ごし支えあう

関係 

職員は、本人を介護され

る一方の立場におか

ず、暮らしを共にする者

同士の関係を築いてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員はご利用者様との時間を共有

し、出来ることは手伝って頂きお互

い第 2の家のように暮らしを支え

合っている。 
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15 

馴染みの人や

場との関係継

続の支援 

本人がこれまで大切にし

てきた馴染みの人や場

所との関係が途切れな

いよう、支援に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により当たり前に面会され

ていた友人や親戚の方等には会う

事は出来ないのが現状だが、ご家

族様の協力の基、ご利用者様一人

ひとりの性格や、こだわり・相性を

把握し本人様が生き生きと生活出

来るように支援している。 

 

 

 

コロナの影響で面会制

限している為満足できて

いなこともあり C とした。 

  

 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント        

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮ら

し方、生活環境、一日の

過ごし方の希望や意向の

把握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お茶の時間などに昔の仕事や生

活歴等をお聞きし、ご利用者様の

希望や想いに寄り添って事業所で

出来ることをして頂いている。困難

な方には、ご家族様に可能な範囲

でお聞きし実行している。 

 

    

 

17 

チームでつく

る介護計画と

モニタリング 

本人がより良く暮らすため

の課題とケアのあり方につ

いて、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞ

れの意見やアイディアを反

映し、現状に即した介護計

画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月のカンファレンス等や申し送り

等で課題やケアのあり方について

職員間で検討し、ご本人、ご家族

様の要望も、お伺いして介護計画

を作成している。 

 

 

 

ご本人と家族との関りを

考え Aにしていきたい。 
A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない      

             １名 

ご本人、家族の要望す

る事を対応してくれる。 
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18 
個別の記録と

実践への反映 

日々の様子やケアの実

践・結果、気づきや工夫を

個別記録に記入し、職員

間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直し

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個人のカルテや申し送り、ノート等

で情報を共有し実践や介護計画の

見直しに活かしている。 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない  

1名 

D．ほとんどできていない 

個人のノート等情報を共

有して介護計画を立てて

いるようです。 

19 

一人ひとりを

支えるための

事業所の多機

能化 

本人や家族の状況、その

時々に生まれるニーズに

対応して、既存のサービ

スに捉われない、柔軟な

支援やサービスの多機能

化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

アセスメントで必要としている支援

を見極め予後について見据えて今

後必要とされるサービスの利用に

ついても説明している。 

 

 

 

 

グループホームの役割を理

解して頂き、家族との信頼

関係を築きながら面会時等

に今後必要となる特別養護

老人ホームや病院等の利

用について説明している。  

  

 

20 
地域資源との

協働 

一人ひとりの暮らしを支え

ている地域資源を把握

し、本人が心身の力を発

揮しながら安全で豊かな

暮らしを楽しむことができ

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族様や地域の方々のご協力

を仰ぎ、消防署、地域包括、市役

所、区長様、民生委員様等の連携

を図り支援している。 
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21 
かかりつけ医

の受診支援 

受診は、本人及び家族等

の希望を大切にし、納得

が得られたかかりつけ医

と事業所の関係を築きな

がら、適切な医療を受け

られるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の希望や特変があれば看護

職員、ご家族様と相談し通院を依

頼し、不都合があれば事業所で通

院を行っている。緊急であれば救

急病院に直ちに通院し、かかりつ

け医やご家族と連携を図ってい

る。 

 

    

 

22 

入退院時の医

療機関との協

働 

利用者が入院した際、安

心して治療できるように、

また、できるだけ早期に退

院できるように、病院関係

者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そ

うした場合に備えて病院

関係者との関係づくりを

行っている。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様の入院の際には看護

サマリーや電話などで入退院支援

室の相談員と情報提供を行い退院

後も継続して事業所に戻れる体制

を整えている。 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 2名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

通院の際に充分にでき

ている。急にケガした時

の対応があわててやっ

ているようですが 

おちついて対応してほし

いです。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支

援 

重度化した場合や終末期のあ

り方について、早い段階から本

人・家族等と話し合いを行い、

事業所でできることを十分に説

明しながら方針を共有し、地域

の関係者と共にチームで支援

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

サービス契約時に、ご利用者様が

重度化した場合の相談を実施し、

ご本人様、ご家族様と徐々に関係

を深めて信頼関係を築き状態の変

化を常に伝えて重度化した場合や

終末期のあり方について主治医、

看護職員と共に支援に取り組んで

いる。 

  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 4名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所で出来る事を十

分にチームで支援に取

り組んでいるようです。

ありがとう！！ 
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24 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発

生時に備えて、全ての職

員は応急手当や初期対

応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年 2回以上の消防訓練等で心肺

蘇生法及び AED使用法訓練、通

報訓練等を行い実践力につなげて

いる。 

 

 

    

 

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災

害時に、昼夜を問わず利

用者が避難できる方法を

全職員が身につけるとと

もに、地域との協力体制

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の協力を積極的に促し、あら

ゆる災害に備えられるように事業

所での訓練を重ねている。 

夜間帯に少人数で避難できるよう

消防署の指導の下、地域にも協力

して頂ける様、検討している。 

 

昨年度は地震・火事の

避難訓練を年 2回実施

しました。R5年度からは

土砂水害にも対応出来

るように年３回の避難訓

練を予定しています。  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている ４名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夜間に少人数みたいで

すので、あわてず職員

の人も気を付けて行動

お願いします。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援         

26 

一人ひとりの

尊重とプライ

バシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重

し、誇りやプライバシー

を損ねない言葉かけや

対応をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様一人ひとりの人格や性

格を尊重し真心を持って対応し丁

寧な言葉使いをしている。 

 

 

  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない    

             １名 

一人一人の事を尊重し

て真心を込めて対応して

いるようです。 

27 
日々のその人

らしい暮らし 

職員側の決まりや都合

を優先するのではなく、

一人ひとりの日常生活

における希望や意向、

暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように

過ごしたいか、希望にそ

って支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様一人ひとりのペースを

大事にし、一人ひとりのご要望に

合わせた過ごし方をして頂いてい

る。 
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28 

食事を楽しむ

ことのできる

支援 

食事が楽しみなものにな

るよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、

利用者と職員が一緒に

準備や食事、片付けをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様と一緒にテーブル拭

き、食器やお盆拭き等をしている。 

時折、手作りのおやつや季節の果

物などを提供している。 

 

  

A．充分にできている 2名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

いつも季節の果物など

家では食べない物毎回

別の物などよくやってく

れてます。 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バラン

ス、水分量が一日を通じ

て確保できるよう、一人

ひとりの状態や力、習慣

に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様一人ひとりに合わせた

食事形態に調理を行い摂取状況

や量の観察、記録を行い分析して

いる。 

 

 

    

 

30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが

生じないよう、毎食後、

一人ひとりの口腔状態

や本人の力に応じた口

腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎食後に口腔ケアを一人ひとりに

合わせた介助方法で行い口腔内

の清潔保持に努めている。また月

1回の訪問歯科により口腔ケアを

実施している。 

 

  

A．充分にできている 2名 

B．ほぼできている 3名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎食後のケアを家では

ほとんどできていなかっ

たのにきちんとして頂き

ありがとう！ 

31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの

使用を減らし、一人ひと

りの力や排泄のパター

ン、習慣を活かして、トイ

レでの排泄や排泄の自

立にむけた支援、便秘

の予防等、個々に応じた

予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に排泄チェックを行い自立

しておられる、ご利用者様にも声掛

けを行い、一人ひとりに合わせた

パターンを把握し自立に向けた支

援をしている。また、必要時に看護

職員、主治医、ご家族様に相談し

内服薬の調整、日々の水分摂取

量の確認を行っている。 

 

  

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 4名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家にいる時より事業所に

暮らして行動がおかげ

様できちんとやっている

と聞き助かっています。 
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32 

入浴を楽しむ

ことができる

支援 

一人ひとりの希望やタイ

ミングに合わせて入浴を

楽しめるように、職員の

都合で曜日や時間帯を

決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

週 3回の入浴時には、ご利用者様

の体力に合った入浴方法で実施し

ている。一人ひとりの要望で順番

を変更したりし状況や症状に合わ

せて支援している。 

 

 

    

 

 

 

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣

やその時々の状況に応

じて、休息したり、安心し

て気持ちよく眠れるよう

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

安心して安眠できるように自室の

環境を整え危険のリスクを無くし

日々職員間で支援している。 

 

 

 

    

 

34 服薬支援 

一人ひとりが使用してい

る薬の目的や副作用、

用法や用量について理

解しており、服薬の支援

と症状の変化の確認に

努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

薬の処方内容は看護職員の指示

のもとに薬情報を共有し、ご利用

者様の各個人のカルテに綴じて、

いつでも確認できるようにしてい

る。変化がある場合には看護職員

に報告し記録している。 

 

 

  

A．充分にできている 3名 

B．ほぼできている 2名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家では薬の服薬はなか

なかうまくいかず、薬を

バラバラにして飲んだり

飲まなかったり、管理し

て頂き助かっています！ 

35 
役割、楽しみ

ごとの支援 

張り合いや喜びのある

日々を過ごせるように、

一人ひとりの生活歴や

力を活かした役割、嗜好

品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の生活の中で、ご利用者様が

生き生きと過ごされるように一人ひ

とりに合わせた役割を分担し、毎

月の誕生会や行事などで気分転

換等の支援をしている。 

 

ご利用者様全員に十分

満足して頂いていると思

っているが 100％でない

という事で Bにした。 
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36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の希望

にそって、戸外に出かけら

れるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けない

ような場所でも、本人の希

望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけ

られるようにしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により、必要以上の外出

はできていないが、なじみの地域

の美容室に出かけて髪をそめたり

して、ご家族様や地域の方々の協

力を得て外出支援をしている。 

 

 

 

コロナ禍で思うようにで

きなかったので C と評価

した。 

  

 

37 

お金の所持や

使うことの支

援 

職員は、本人がお金を

持つことの大切さを理解

しており、一人ひとりの

希望や力に応じて、お金

を所持したり使えるよう

に支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様が必要な日用品を、お

預かり金から職員が購入させて頂

いている。各ご利用者様の、ご家

族様に領収書と共に、お預かり金

の明細書を郵送させて頂いてい

る。 

 

 

    

 

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人

自らが電話をしたり、手

紙のやり取りができるよ

うに支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族様の手紙を、ご利用者様に

お渡しして読んで頂いている。必要

時には、ご利用者様が直接電話口

に出て、ご家族様と話が出来る様

に職員が間に入って支援してい

る。 
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39 

居心地のよい

共用空間づく

り 

建物内部は一人ひとりの身体

機能やわかる力を活かして、

安全かつできるだけ自立した

生活が送れるように工夫して

いる。共用の空間が、利用者

にとって不快や混乱をまねくよ

うな刺激がないように配慮し、

生活感や季節感を採り入れ

て、一人ひとりが居心地よく過

ごせるような工夫をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設内の環境と衛生面、安全面等

を整えて、季節感のある装飾や行

事の写真等を飾り、ご本人様が居

心地良く過ごされるように共有空

間を整えている。 

汚れや埃が溜まらないように、

また、コロナ禍の時世でテーブル

の消毒・手指消毒等、念入りに行

っています。 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 3名 

B．ほぼできている 2名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

いつお邪魔しても明るく

きれいな空間です。 

本人はおだやかに楽し

そうです。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）        

40 

本人主体の

暮らし 

本人は、自分の思い、

願い、日々の暮らし方

の意向に沿った暮らし

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様一人ひとりのペース

を大事にして個人の要望に合わ

せて画一的にならない様に過ご

して頂いている。  

    

 

41 

本人は、自分の生活歴

や友人関係、暮らしの

習慣、特徴など様々な

情報をもとに、ケア・支

援を受けることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様の話やご家族様から

の、ご自宅での過ごし方や生活

習慣をおききし.、ご自宅からホー

ムの生活に負担のないように暮

らせるように支援している。  
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42 

本人は、自分の健康面・

医療面・安全面・環境面

について、日々の状況を

もとに、ケア・支援を受け

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族様や医療関係者との連

帯により体調異変があれば即対

応出来る様に支援している。 

  

A．充分にできている 3名 

B．ほぼできている 1名 

C．あまりできていない 

 １名 

D．ほとんどできていない 

 

43 

生活の継続

性 

本人は、自分のペー

スで、これまでの暮ら

しの習慣にあった生活

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

これまでの暮らし方を出来るだ

け継続出来るようにホームで出

来る事はして頂いている。 

    

 

44 

本人は、自分のなじみ

のものや、大切にして

いるものを、身近（自

室等）に持つことがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室の部屋には入所時から今まで使

用していたなじみの家具や家族写真な

ど、ご利用者様の思い入れがあるもの

を置いて頂き、ご本人様の居心地の良

い環境を整えている。 

  

A．充分にできている 4名 

B．ほぼできている １名 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

45 

本人は、自分の意向、

希望によって、戸外に

出かけることや、催

（祭）事に参加すること

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により、あまり外出は出来

ていないがホームの畑を眺めたり

近所を散歩する等をして出来る事

を行っている。 

敷地内の生活が中心と

いう事で C とした。 

  

 

46 
本人が持つ

力の活用 

本人は、自分ができること・

できないこと、わかること・

わからないことを踏まえた、

役割や、楽しみごとを行うこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

建物内部で認知症のご利用者

様が不安にならないように、また他

利用者様とトラブル等にならないよ

うに自分の居室戸やトイレに貼り

紙をして案内している。 

    

 



- 15 - 

 

47 

本人は、自分がいきい

きと過ごす会話のひと

時や、活動場面を

日々の暮らしの中で

得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様が以前されていた

仕事や昔の暮らしぶりをお茶の

時間に聞かせて頂いている。   

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 2名 

C．あまりできていない  

2名 

D．ほとんどできていない 

家ではあまりしゃべらな

いので、心配していたの

ですが同じ年の人と楽し

く過ごしていると聞き安

心しています。 

48 

本人は、自分なりに近

隣や地域の人々と関

わったり、交流するこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍の制限により家族以外の

方と接する事が出来なくなっている

が状況により例外的に家族以外の

方も面会できている。 

    

 

49 総合 

本人は、この GHにい

ることで、職員や地域

の人々と親しみ、安心

の日々、よりよい日々

をおくることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

長引くコロナ禍で面会や外出の制限がある

中で迅速なワクチン接種や感染対策の確

立で正しい知識を得て正しく恐れるウイズコ

ロナの社会を受け入れて出来る事を模索し

少しずつボランティア等の受け入れなどが

出来れば良いと思われる。 

少しでもボランティアを

受けられればと思ってい

る。 

利用者本意を忘れず職

員一同協力して対応して

いくことが今年の目標で

す。 

A．充分にできている 1名 

B．ほぼできている 2名 

C．あまりできていない 

 1名 

D．ほとんどできていない          

 １名 

家にいる頃よりはなんか

和んで生活しているよう

に見える。 

感謝！ 

 


